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巻頭言

麺蜀一総一

 瀞織牽繭の千2脅台風で本率が争壊し復興笥軍をたてる段
 構なって何億地である旧佳麗に強輿するのでは叉も・や、せい..

 ぜい惟〃凍〃塗木造の本鏑舛療型櫨旧ぐらいで片づけられ争

 後長雛わ走っ・ぞ畢本試の事業五朽ス瓦より叫ナス面の.
 方が多.いと継し印で・県有賦コ㍗1.一一1.麓で金部新一一
 案壷三11三張した1o結局本館だけ'鉄騎コソク田一一一夕薪築、考包の附1

・
 属艦物は金部修一案坤りト
 冒産α奇トンの製氷冷蔵摩は亭うした一ものかと封ずい労者

 えたが移築、今後運筆撃薮.皮ひ敷艶の象総と剰月極値妄比較
 して'移さなザとにした。今春工事が飴まったが刊.どう.せ処一
 .分するものなら畿械だけでも麗繭に売った方.が有利.と思い、
 係貴を督励して買手をさがしも4o届近く・I申込があらた.が、一
 高4繭は碓。何萬円だった。と.ころ一が本庁薬筋から雫麟1紀`)い

 て横ヤ田が㍗一たから・しばらく特帆くれと亭蹄ポそ
 の雀何だか・だ一ど当一場姐弩教が本庁撞一当妓貢と.材固か斑一十回か

 I鮎ぬ.が鋳鮒て一や㍗入札施gしたのはヲ馳なってか
 ら汽予想咋よ、う千需琴竿過れので勘平億で約〃
 萬即損となるが。モれよりち親年上g)調係があって落札せ一.
 ず争だに片づ牟なし、o今籔申ヵ㌔尭智くも菜簗℃は士鋤は返

 事㌻㍗から∴く一入率L㌣手離さねば
 清いたい不:婁嚇件の碗賢幸二軸する親穫き類は岡し茸彰毒売ると

 き鵬く買う辛きは安く、そして不正がない靴と一勇一う主旨
 .で定め.られてある警鳥どれ童.での艦'過湘ていると弱係者
 の。中には自己租当職務紀忠実なあまり意識過琴聰セ鋼って頼の
 ネジがどこかゆるみ物事・の本末を一てん倒している着が蕩る様

 (ノ)一



 な気が写る。もち生ん英岬.・人.も。慈意をい紅い荒碑して
 ・1るもの凌無いのだから・習躯咋しない山触な吏
 僚カタギ苧鱗から軸杉苧意の行鵜のひ苧つだとI愚1った
 こと干あ糺

 移動水.試のこころみ

 六即薪雫夢成を雛とし七本試の運當宙より新果的ならし
 めた1いと一の念即、初岬みとして水琴技卵移動・相卵を.
 こしき島各地、阿久根、片溝等五分所で鍋シ・芦。
 試験船照南丸(・紬を障甲場長各部長本率鯛・師・1一
 機.翠披繍漁野面.鯛..4,1事名乗組子・タ.月8・日夕や.み・

 哩災罵筆㌫ニニ㍗を出下北午㍗
 g目・阿今坤協事務.甲に於千技術鱗会・公職隼苧いて≡・
 鰍浄繍習会・郎綱午よる慰問・講習会・映画筆
 如坤畔邸!・即蟹鈷
 ん目..亨しき高率浜、こ・しき島全域から参集した漁鮒職≡
 員協議金(痴連主催)の模様を才ツ岬・←として傍聴。

 夜脇申銘・、・.'一.1
 .〃員.とレ払.師漁協事務所縦いて稜術繍会、由一一
 '学敏坤弩会。魎会・枇噂鈷青壮叩民が1鯛長期=.
 出漁申セ留守だったのは一抹の寂りよう・

 4織目串ごしき二技術懇談会

 幸良,.タ綱、,電機講芦秦!
 ノ3目.笠沙弔生輝
 一台風ノθ号の披雫舞奉。.波浪犬きく(千0毎来との由)海.
 '鯛防琴濱一綱箏務所本破のため予艘更して繍鋤
 会のみ㍗牝'一一(千0頁㌃騒ぐ)..
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昭和32年度第二次
 まぐろ漁業試験及び対馬暖流水系海洋観測報告書

調査員塩困正人

 §ま免がき

 1榊岬度矛・率漁率試雫を歯航海千1鰍一'㍗オ月、パラオ周辺漁場
 .禎施し;併せて畔年度よ臓嚇佃奄義太鮒仁・一
 座藩敏永産科実一習生一(ク名.)の業習靴航海“鍾罵衡及ぴ漁
 るうミ寒習)をも実施一し京。
 §調査の要1旨

 本次航海は対馬暖流水系によ・る海津観測曹実I施しつ、、瑠∵

 ㍑・度一N一・度を中心の海域禰率騨蛸固.し・.町
 し伽坤海域より鑑か1こ西{理・一・・度占μギ
 擁附批て蔚干を操業中紅が1・鯛'お=もわ←一一/なく…後..
 半;珂㍑よ霞一亙百一触中心紅調搬業し圭一か読亭漁場.
 より。は獲苧健好漁を見1縦。.ププ醗簿薬をなし‡扱統湊
 を修了し綻。・'■.1}.・
 §海洋調査

 鹿児島鯛昨、蚕奄美大鮒バシ砦(繊資料・tソ、'
 一ヲ参照)'及'び主として窪療、耽海中文は一腹ろう中4義…目ノ=2

 時気象及ホ=海筑、プランクトンの採取を奏始し乾;(鋼溺
 費料の通り)

 §漁業調査

 別記まぐろ鰹纏を使1周して下記の調壷一を糞施した。一

 ・)哨海況ユト般糠況主)鰹緯竿副漁獲状即.・.
 び魚俸甲釘蝉動漁獲状況仏４）ビニール製重油タンク
 クあ随馬試験∵・5).菜の飽め事項

 §試験船の設備及び漁具の構造
(3)



 !)試験船及び設備
 試験機照南丸.洲ミラ抽1・"冴一・

 詳輝(うしお畔鱗か・.・居報矛ク甜
参照

 2.)漁具の構造

 綿糸;及クレモナ・〃匁ζ.ク岬ナ9匁相当)5本行枝
 聞.3ぶk枝縄をk・I4キヤマ払k釣元フパヤーム5
 .k釣缶ユ8寸浮縄45k

 §率施1期1間
 っ自い・・確坤燗鮒島出港一■

 ド・ノ9〃毎6月28臼一静飼県清水入.藩111
 季い榔鯛鋼鯛島入港.・l1

 2〕・'操莱那1.。
 字.・・加・陶月・弓
 率一舳咋・帥頭

 ・)操率一画数・・プ畑.
 ・碓).漁場.パラオ島南東及び北東海域

 §㍗華繊、37点一
 ・a）開聞崎至奄美大島間
 え。簿流域の主流部は屋久島鮒の帥・一一・t.グの間
 にあって』水温は今だぶぷで⊃合㌘昨毎三に地し稽低目と.な
 Iつ衛・・る。St.蓄附近祈牢輸明・肢水温の鉛直傾向度が見
 ら師が一金般酌Iに下騒瓶幸鵬温帯となつ.ている

 ・.々)漁場付近
 今回宰に操業し兜漁場のN与痩～8繍章の鉛餓席を
 ・矛b歯に示す様に200肌.愚遼くまでは簿温線の走行ぽ
 直蝉に平行し安定の竿布を示して{る舛・肘藍附揖
 に(stクラ)下層冷水帯の突上部がうかがわれIるd叉
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 塩素琴は㍑度蝸の"0唯階評が萬"ξ年一りてい
 る飽、以北ではソ.90.約戸け3ψ%代となづ昨俸同期
 の矛4次ま.くる漁業繭査め働側時の嬢櫓と犬養ない様一で.あ

る6.
 矛a。図

Vertic&1IdiStribu[
 ti◎nQfWゴ島一Gユ.
 二i二nItheSt4㌻9.

 矛b図

 Ver担。識di鈍ト
 ib帥iOn.噂叩.
 島一Cしin曲e



 ・§一・般漁況

 ")漁獲尾数及び釣獲率
 一轍調猷坤バ㌣卸.、バれ刈亨一ク・理の海域
 について調査を一実施したが後逮する騰に今回はキハダ壱

揮

 に?一いて吐小型郡(体長〃0脇以下)の混簿が顕著で.
 .大型キハダだけについて見ると全般的に歯数!2∂0o

 1・・.一・g本手付.き・・～・岬轟即漁獲であまb脅し
 く奉.く準場尼よる.養畢は認平られ妙榛であるが}般に

 .,1一ゴ小型灘あ畔鮪狛でバ鮪が細で舳予H卵.
 が蝸土り今回は多<蝉さ.れ・即苧/苧獲さ帆・
 叩・琴葉では小岬の雛靴ケ85%岳㍗雫し=大型
 灘は'4-46%にすぎ氏.かった。

 尚当海域の漁況健ついて.停詳繍な資料はないが当場で昭・

 甲・イ・雛矛、・坤畔今日と圃雫雛実施してヅの
 で・㍗零度は約坤闘早い!こ秤と比較して左るとま
 /lべかし綱の総釣鱒叶㍗%で咋年孚・仏・・%
 を芦ずかで倣あるが〃7I略上昇してい喝。一離別につ'
 レペて一見ると労〆衰及び茅ユ表に示す嬢に一キバ・ダで一はユ7

 州(仏〃'%)・((腕一昭・榊ゾ像度)二〃チσ52%.
 (α"・.蜘)クロカワ.・仰(一α・用とIなっておI
 り・.一キハダ、クロカワについては一螂へ・α〃%と
 一そ沖ぞ佃滅多であるが∵1附ついて叩3叩の。
 増㍗1千.?一㍗二一.

第1表
釣獲率比較表

 メバチ　キハダ　マカジキ　クロカワ　シロカワ　メカジキ　バセウ　サメ類(すメ
 (る～



第2表 漁獲量及釣獲率表

きはだ めばち くろかわ
しあ1

地1
ばしょう めかじき まかじき



2)魚種別出現状況.

 魚種別の出一現状紬叫たの岬・表そ華る6キ〃は
 、.金体あ≒・・印で最も凄く一・・メ篶鮎・%で之に次ぎ・

 クロカワは5%内外をめ他÷カジ・㌔メ"㌔ハ、カ.
 プ等が漁事されているがいづれもIノ%にも達していない。

 尚.この魚種別組成については昭和3-4焦度矛ノ次調査に一

 1血ヘメIべ手、の出現が若干多くな?てシ・る外組成に差星

 は認㌣=宇れ㍗妙σ一.
 一一.矛・3表

 キハダ　メバチ　クロカワ　シロカワ　バセウ　メカ　マカジキ　サメ
 ・計

 出現地。o墓4二5・g払&34二50.2∠6・一20。ユ9643.6/0」0

 .堕璽屋塾幽9・5・〆7μ402μ228〃〃894・

 3)漁場に於け.る各層水温及漁獲量
 漁粋於守る緬水温の琴作予各層岬午・漁獲午を矛4・

 蓑に示す。・、・.!・

 表面水温の変化
    中・

    操業,局・目.(回数)取回湿一一眠一lI湿度湿コー
    Z薗.・6。・8蜥5.290一一α5

    一`一'.■.一`.一一。一一一・・・`一・一一■一.・…一一・`一一.・

    2.〃一一1.9294.28:60.8
    ユ〃・才。30.グ2坊∠3    .一..一..一、一...........,..、.こ...仏〃.iノノ一`'一一●■一●・.・.一●.一..一一.、・一・・

    290.2家6.αμ

    ●●`・一・一一一一    一ぷ〃4I・2、292.28.8
    .・・一・一一I-I.一..。.I.。.。.I-I一一■一・・…一■一一一・一一・・…I一…一.一..史    6."44処2'{一一一一一'・一.召一反70。ター

    ..一一一一・一一・一一一1一・一・一・..I一■I`●●I・一一I一    ク%グ5I3α0'
    ・一一一I一一I・I一一I一一一一一1.2星8・.一'・I一一.一・一..・μ.一    £・ジ46270・2&6

    '一一.一・'1・・..雌

    ■一一一一一・I
    9〃一1/7'一29μ2&8α4

    一1「■
    10。〃.一48一298、姐旦...一.'.σ81    一“・■一I■.一一一I「一.・!!〃ノ9・・一・・…`''一`='.



第4表  各層水温と漁獲率

 魚体4.)体長及び体重

 今調査で宇輸獲したキハダ峠ついて偉長、履び俸率と体
 重の相一襲一.旨ζついて糾.たの.が㍗題・であ.礼鱗は弱一か
 〕舳=腕・弩下の小鯛と夫琴一郎1肺千一いるが大型琴
 では純ピ.一ク映鮒児ら㍗・Iがわずカ・と川鰍
 戴後がビニー・クして・いる◎・巖キ外ダ走ついて5窪理境'とし.
 て南批よる体長餌成監.丸だの坪洲魑一・芒あ去南批



 よ一る体長組成差異吋型群一で1歳柚砕な峠μ.榊
 以下の小鹸では・ホ.鷺潮岬が鮮北.干り'砧近/漁琴さ
 れ.ているg一'・
 叉〉,“与及∴クーロカフについて一の体長体重開係一の組成をI示
 したのが矛6表及び矛d表でメバチでは一わずふに∫30

 鰍.台の群・に毛一ドがうかがわ机るが、クロ・ヵヲにりいて

 は明でな.レ、o

 矛b麦  キハダ体長組成表



 2)漁獲魚の.雌雄割合

 矛・紅現す粋舛紬種嘩が多/キー一パ、甲雄
 ハ洲嬢㍑・%妙チーでばれ洲と・一ユ・.箏'パ
 カパ於い.て竺雄が圧倒南に多㍗Z・%と・、み.・%と
 な?ている。

 J)魚種別性殖線熟度

 静6表に現わす様に各魚種共嬢については衆熟成一の精巣.

 が大部分で卵巣につい.て腔・キハダでは44班%メバチ5

 ユ0%となつ一て約半数は碑熟岬干あつたd.

才5衰

主要漁獲魚種雌雄割合表

キハダ メバチクロカワシロカワ バセウ メカ マカジキ



労6表

主要漁獲魚種性殖熱度表



 矛a表

 体長、体重相関表　きはだ

 芸の'紅の事項
 4)キハダについてサメ類の被害率

 骨メー類肥よる披警は雫葛身喜炊最低9%内外て平均
 ノ6.ブ%.で昨隼の彗一緒域で実施.した調奮の最2%を若干

 下癩ってい,る。

 尚こ?被弾の苧.霧は漁具鯛鯛・わ馳漁獲最の一
 筆寡に£・る.ものと窺がえぬ事もない'があまり・一明で除い穣
 であ・る.q.一.



 2)漁一獲量と釣位置及漁獲物の生死別

 ・別奉7表虹示す様肥守央の最深.郡の釣の漁鐘が最もI多く、
 296%を占め、.南端は40%と7%となつでい牽。・
 ・叉燦獲物の漁麓時の生死別堂溺定したのが矛8表である○

矛7表

釣獲釣針位置



 体長、体重相関表

めばち

 体長、体重相関表

くろかじき



矛8表

 揚縄時に於ける生死別

 3）操業所要時間



 §鰹、費,I

1)収入

魚.種

メバチ

キハダ

 カジキ類

計

建数
83ユ300

 ユ56980δ

 9μ茅ヲ09

 佐35ユ田00

平均単価

 ノ65円!,ダ

49α68

 23ユ9払

金'額

 13Z426円I

仏90.0/9

 ㌶、2∠25,Z

 8486ラク円

 手数量及水揚量∴

'差一割金一額

 2よ4み〆円奇θ

 一Iぎ2ヱお絹0わ

2)支出'

 a)燃料=費

.率油一
'潤滑油

軽油

 .b)準準費
 ・氷'

 .一C!1餌.料費
 捨凍サ州

 d)抽耗一費
 ㍗般消耗器材費

討
 ぷユ07ヲリツト〃

2〆5〃

 5ぷ〃

 £7トン

 .μo籍.

469紬凋

33-950

 !5班。

 鮒。o鯛'.、

 ・〃α60提円

 6!9炉8円・一

 7房2.μ島8円∵

(汐6)



航跡図  κ・例

 数字は鰯、意番号



凡例

投縄方向犀投網意
 勝向。4漫以内一
 流向〃漫以上
 数字は操業庫数一



操業日誌

操業回数
LσtN

 工Ong瓦一
天候

 動竃・廓義

気
気

嚢
波

崖

温

塁
演

うねり.

 潮旬・講鱈
透明度

庭用体数
 随用つり数
種類

尾数
縄方向

始

終

め

・り

漁具鹿礒離覇

キハダ

メバチ

クロカワ

シロカワ

バショウ

メカジキ

マカジキ
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 観測機関名　鹿水試　観測線　開聞－奄美大島間

指定観測定点位置



観測機関名 鹿水試 観測線  奄美大島－パラオ漁場間
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観測機関名 鹿水試  観測線パラオ漁場－清水間
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 まくり増殖効果調査報告
 ..二1・.1犬感分場新村,豊田

 §まえがき。二一11一

 .昭穂召一ノ年一・坪苧施吠㍗坤殖事業の効果亨卵内
 剛大気江仁屋離、須手茂の三鈷区につい手調査し乍。.

 §調査方法

 Q各地区共.率潜に依頼して前年投石したI石壷〃～2個俸意・

 に細てもらへその嵩一・亨揚↑運ん干;.8方・∴一・目一.
 に測定:した。.二

 〇測定は石の露出藻面積Iを鱒しこ肉駿雫に認めう・も†〆
 リの'雛数と・それ宇を鰍撒し千俸苧咋だ・.
 体長は毛状枝を亨めた先端までとした。

 §調査結果・.考察

 /マクリ着生密度

 第1表.マクリ着生密度と体長

       叩露出褒面猷1クう灘       調査場所・1着窒嚢窪
       一酎1榛'姓卿蝪_」室.__塁_一        最小

       犬浜ノ〆ぷ40、'407z82ノ4'

  
     

≡

       犬浜2衛801634.ヲ6       Iμ批±仏99695

       注仁屋離〃機01.欄7片0.蜥竺しL洲」舳仏砧‡〃仰迎.哲〃       須子茂・〃64士η3・i?2
       `■一■II

 ※露出面積・・・底上に翠没したものでは率没め部分、
 埋没せ一ね石でも=睡†颪の部骨は除外した。

(蜥)..



 ○矛!表記示す'よう廷六一疾銚露てば/0θCぜ当一り5～7

 株“仁醜弗邸舳咋の雛で差ったσ
 ○膏材の固西征より鐘駄醐きがあり、綴じて上面のり

 .よう、艦附近距爵かったσしかして石の側面紅は非常に少.
 なか、らだ、.(矛〆～ぷ箪)
 須字茂産石の1上面で2.人5糠(〃θ0C㎜書当)が最高を

 宗し・た'、
 着生したマクリの体長

 ○各.錨睦壷砂測定結果は歩2表、茅μ麗に示すとおりであ

 る。1・

 ○矛ノ表年も示すように全体長平均値では大浜、江仁屋醗

 予約!千箏。斧子産で約"㈱となっている・が・体長1一
 ・l1範囲春一広く1・一大浜で4～ク。.o脇粉前後とな.っている.ことか・

 'ら・.辞鯛の=墨った灘が離していると考えられよ?・・.
 ・◎瑚Iち二1矛蝸にみ・るよ・うに大浜では〃㈱一階近÷眈屋
 二.二麟で法〃鰍頑手茂ではκ肋。歯後を谷とする二つの瀞
 に大別出来る◎・

 .Oその一・つg群は各磁区とも5り伽帆大きな畢一ドを・
 有す昏飾鱗雫明瞭な群で個体薮の占める。割合は大浜で4ワ・.

 眺一杯仁騨で約㍑%、須子茂で榊・∂%と改りてづ.
!一

るd.!.

 g飽㌻つあ灘は鱗な変動を有して剛・中坪率(蕊θ
 .・一破1測).を求めたところ、

 芥、疾雪エ1多㈱(倣倉～7舳榔凶一
 江仁屋麟㌶2メ榊鮒(ノ0.5斗2.5肋ω'

 須乎鷹'一w榊(柵㌻誠抑紗と癒った。
 ○話者は比較的最近(本年?)着生し、後者は増殖実施当
 野生レたもの叶いか・と考え一られる。.即ちこの.こと虹
 ついて嘩崎・しく論ずる一事苧注意を要するが瀬戸内地区の二・
 胞字社一出時献本鮒岬†旬から肝胞抽放一出を認

(欽)



 めて無り翻壷貫一ま右2..茅ケ周癒'鑑でいる6

 0田中博士(戸9畜媒.)鷲よ毒紅宮鋳籍沿一連で8月中旬
 タ寿待投石したも劾が、34昌目で毛状枝先端までの

 捧畏最大ぷ物甲壷鰯り、ムケ。月後最大一パ肋椛平均6椛栃
 であった。

 ○富鱗療治捧が大島沿離に此し環境として必ずし'も好条・

 幹があるとは考えられない。。更に水温の下'降期と上昇

 期とのギャッ÷讐考免会せると極論とも云い簸い。

 こ⑪ことに。ついては軍.1こ調査を.進めてみたいパ

 五・を。の一興.打
 ○投石した鑑所は奄勢室とIもわ・ゴ鱗と磁蟹の混牢した
 と午ろであつ㌔須子茂では掘礁・が率帥投石の}部
 はサンゴ礁一上に沈一下・され、蹄の砂質肥沈下・さ・れた石炉

 比し着生数極く.事かのも㍗多かった・
 ○水深では大瀬千瀬線下〆～3尋附遁が,畠着生。・生育と

 もに良野のよIうで、淺蕨紀從って伸軍が麗か威.Pを隻

 けた。

 O・純一の着生薩.類.は各地区壷運じ一て轍I'節石灰.藻が認あられ

 (須千蔵夢～)。グ大浜で.牢で0鰍内外⑩ふび。ざ一クラ科藻
 類。一領子茂で泳サミウチフ噂の着生が一;1交帆し・柘。・

 .“仁慶離のもの眺藻雌鮒幽であり㌔.
 第2表　着生したマクリ体長の度数分布表

 ,〃2.5.～'デ6..蓋一4〃

 1,46㌻～墓0す3
 ・120、.虚～身4∠.58

 1件か・2815-6
 」賦ふ～,言2.5召I

 理タぶ、27.

 3.ヂ、3.身7

 ク?身5

 ふ4以I.37

 6。ぷ〃3
 一`一一一.一一■一■一」一一I一'
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大浜4  大濱２ 江仁屋離 須子茂



芽3図 須子茂



第4図  まくり体長組成

大浜

江仁屋離
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(呆流魚)

 漁協に対する雑感
 .＼.雌譲・上.箭..・.蹄.＼

 一郷酋鮒た坤の威覚て組合を見たれ感じたれを言葉
 の鑑図と1ノて・叢頭すること紀←いては・醜か不安でならないも
 のだが。ま.もが一一迎レないと叶う人は死んだ人々・である一三の
 格言も志壱ので室、雛壷づ一で、＼榊∴雛識套し÷みた・レ、と

、
.

 思㌦漁I薬紬ら糠卵組峠生れ率ってか6この方漁村
 や漁民の蛾がIどんな鞭ったカ1と.師一言肇壷してみる.に瑚
 塵叩の返雛迷うので庵る予㌔即飢予即にやいて・一会
 雌りばえがし外.辛答える一よ坤卵い・'.中ヂ重でやな。へ
 ζとだが漁節の㍗∴.和は働く畔が民主翰印圃。の組織

 機㍑忽簑慧㌫㌫え二機ξ墓1
 一島億串練㌶ζ箒㌻
 ぶ幾箒嘩携㌶擁重二簑簑簑簑
 叩餓繍ヤ叩含番雫碑してい叶す～予昨対し・
 Iては一組麓同紙含λ〆才ロギーの念仏を唱える内に於てはそ

 .れ.榊立馳お。峠自己の有柄率坤娃合の壷払÷
 ・ドしようと.する'印カ雫邸弾倉幹部の役竿や・その率割.
 に.も.現わ帆・また系蝉融機寧か弓組紬雫げる蝉'審=に?
 Iいても叩甑準鵠青師馳邸Iて殉・9鑑寧舛に転寧さ
 れるため一一.こ牝雫鯛プに偏寺る.よう叩るσレたがって.
 瀬峨漁一搬融ぺ■測り一律餓舳協呼
 含の組鯛とレ叩叙認められなが一らも現実師に苧畔力酌I
 に呼金甲㍗蔵岬1こ?一よう鵬1中り亨咋準1牙

 (増)・..1



 に組合意識青失い・旨から畔済坤涛固める定め付る組会
 さえ維以峠印文呼鮒づがる予三舳り・

 組合1こ落する非鮒紅・誇るら舳へ
 また組合が年一回開催する1縄二答熱いて、その会を成立させ
 1るため総会地膚着に日当を支払?たり、記念晶曽鰭暴するな

 どの便法壷請し・注げればなら坤竿、ど組合に対する麗解がない
 と組合の勤行部噸㍍叶簿蝉細部の刈の矛盾であ
 るがこのような・碗は相当選携した・程合内の聞覇で・ある。次に・

 いま.少'し階層分化が遅れて.い.る小漁村や半農半漁村における

 ・一つの鱈馳ついて甲し上咋い。1鯛自体が.紬しい漁業
 禄序を歯並すぺ/楓琴を白1営し.組宇醒営を安篶垂しめ・さら
 一に。生産の裾同化を多一宮形酌=拡大し箕う・とする動き・である。こ

 枇組合金棒の計画鰹畔・やで組合・貞鯛の生産基鐸一を骸
 ・血するこ主宰・最終の一醐と坤も叫である外Iこれら繍⑳
 麹域内には多く一の漁尋壷掛し二.'・…れが鐙済力の遂ぼしい組合
 点であ苧関係上も資本酌干も・鯉苧あり里つ箏叢の進捗する
 時商的・空間酌過雛飴いそも秤g芥安定竿は組鋪力'9
 会散鰹営能力の眼界・信瞭の師事g畔洲らんで洲・
 そむ鯛可雛は鯛て薄ピ平はないかと考予亭。I・
 七の賦賢柚義詮鉢鮒綿甲組会自営による1生産鱈動
 の限界がある・とIすれ・ばまた薪勾しいアイディアが生れてくる、
 そこで考えら'れ妾ことは制蜜釣忙一は鵜域樵協と周珊迂ある職

 曜鉤宰産餌舎亨鯛約一な鯛生壷方式彩嘗つ猛純あらため
 .匡つIこ.れが漁蔚の集憎と臓民の季題嵩覇係紅即し、しかも鰯域
 組合・の下部組I識として運営さ一れることがI漁家基盤を鰯める最

 軍コブでは誉いかと著えるぺ師一審酌には個人緩當と何等
 相連しない形式酌腹生産組合もこの雫も碑置することば鋤域
 ・組会の発展毒的要・回となるセあるク争、苧・岬敵舳明
 者のしこくが亭.面化していない一つめ麗畔しては旬漁協が
 国の財政投顧即受λ{干揚として大きな機聾牽果してお.り・.一

 一(跳〕..



 ・これが睦一の碁力であ・岬ら:'=縦るが彊一1千・一;卵率.者雌榮
 '写本の率本素列に参加し員か・らの・奪紬;奉.持。する喰の・また
 鶉域組合の事葵である畔鯛郡加薬亨健?いて奏I綱紀
 .汰殆んど無鶉係の状雛ある緩當体もあ?.て峠融㌣射
 るための・犠打=う～=≡踊と'、・うケーヌもある。このt・と一I珪今援の漁

 .1…㍗∵二㍗.㍗㍗㍗二ご㌧、.一
 ,.一・l1ピー一・.

奄美短信

 10ζ幾㌻㌶㍍;=箒㍍;。
 即八油十五帥八月粗どりと云い昼字一竿卵の帥
 ・が行はれ島民の固楽の自でjシ・る。叉夜と1.李夜れ1孝露目を仰

.
i

 -1ぎ州潔低声.1で老も着きも半一紬琴んで夢㍗ヂ'ザ㍑に
 、岬でおどる1…け拉だろ1・う.与興=l1喰才.1咋紬は長
 和一琴ダで奉ろうか靴鮎弘奪平砕二で・臨'辛舛い㌔
 そ一一の雫率・異ると来年も元気で平て下さ㌻÷・亭歪う雫蒋で一概

 ・Qての萩の歓靴反し艘叶号台風戦李く萌Iき芦も一札
 .{1.㌦繍凌舶、職制衛1燃一筆もな午った・カ1・…一・
 あの静かな糠酬の海もこの適・ばかりは辛大1・1作りべ怒
 驚臓験場の石馳打蛸?心㌔今・干・咋緯麟も蒸
 '錘に。敏撃されてレ、るが一溝翻蒔虹なると慈亭ミー珍投革でも出来

 一そうで嵩る卓.もし繍昌鵜がな'か㍗戸咋帥卵海
 軍紅沈パいるだろうを㍗セ'ソス艘芦叩ヅら一凸
 台鼠溺過の明鐸閥のスト費一鵬予藩・丸の.汎溝槍葡一ら

 .、一肌職雫∵一岡"久しぶりの便・りが来る干・"午緊切りてい
 るところI手こ秦斤竈…憂己達1のオヤジ骨yが/θ員。も.拳…。ぎた吉桑序闘

 (兆」..



 幸トハ鮒で一膏㍍一帯靭準.呼誠ど叶㍗鮒は㍗
 ゾI吋し字一鮒擬.紺で箏・仕呼覚しい甑苧目塗師
 予な・/・溢れ行!∵派淋離馳軸芦・の率状でも
 あ・る〇

 十号白願.は曹窺驚の度々幾続報慮よれぱ本土に上陸し魂一も

 消午る苧かり雌鮒擾ア舳の事納でしたか一雫の島
 より鶴見舞串.kげまIす偉

 .・・o春場芦逓舳よいよ師魯落成叩鶴舳慶う・尭脇蘭
 紙㌣て奪餓拝。加叫たが駆立派です糾雫第一
 棲坤鵬雛の意もさ㈱雇の事苧恩いま㌔
 .処で溝即一・つ夫爵岬・ハーバ師ジテソをと表う・わ.げ

 ,。,で師内漁滋専務雫紬峠贈し.子もらい皐遼・リ・・、周
 公峠興下鯛景わテツ・蝉輿一軌大島雫狭の東機雛
 一億をへたIて』外海を望みソテツは溺麗をう情フヵヅカと茂

 ・.伽㍗る・即鮒竿載竪菱逆であつプことへ令はその軍
 用榜橋群脅の・まも腐っている;こも舜刈の軸瞭風光明王愈

 1坤である。.一
 構令偉・0ア岬俸も華・ぞい・るだ亭う・戸下鰍一千一さ
 ん料沁バ瀬が・こ触どラ・淀・と.・云.うド同祥.
 な摩弔と敏腕組して率然とする・苧即㍗印の人雫声
 では甲が?I、
 ・.」穣綴ク≡ラス・坤念大講和とりも当も残が案外紬触・
 臓・蓉那あつ㌔翌自竿蓮細注率で患る。鯛干り海津∴
 ・ま平秤争∂0米なだ宇か岬斜のイーモ.綴壷つき鮒ね鮒
 ちな1伽横倒.し帥㍗ほ城偉の.ギテ州八名の房
 た乗母・苧・れ和.そして海溝ま.でのブロセ州伽'を紬た
 一触二あり月1襲撃細'仰ブ公φ恐栃もどし脇だ
 やら・、・・あg鉢は今俸も出現午'たと後で闘き・タ,・とさ・
 せられた・.奉小五奉の灯ツはわ純積まれ新からあ瀦

 ㌃†卿で哨二㌘え曳†∵㌻∴・.



 一1'栖紬っ一て飲む冷レ1干∵のプ著い郎采格別であっ
 二㌔、..二喜{
 一〇台風の敵方鰯の総帥3“㍗〃・0g竜クラ.
 スの商船が数隻避難の・ため寄港し一瞬にして鍾際港'を思は

 せ咋ポが子供達にはこの珍那艘干なつ仙亭ので.
 仙つい1い葵ずる鮒みら舳へもし岬艦が岬であ
 りたらと舳中子曜ツ爵をえがいているのかも秤杯～・

 一一繁様の一綱鍵1斗敦桁りつ》
 (S・下記).

 ・㌧・ヘノヘノ)(ノ、ノ(し
 各部,便り

 )、!'＼!＼バ)・λへ〆).

 (漁葵部昌飽〕.

 8H㍗。・.ちどり丸.麓軍鯛海洋頚測終ア
9月3冒照南丸定期検査終了帰港

 舳.歳繍築軟機紙糠村との遠雛.より緊雛し
 水賦(建議営壷意鵜あらしめ・る年め次試座輯会と

 一漁曜簿襲∵鴛範の講習会を一兼ね照贈九一に場軍始
 め講師瑛各部より一意～ぷ名乗確咄翁

 1阿久根ぺ鹿≡恥嘩こしき市.不軌片鼠一機訴雫
 。l)行事を蹄了'4班・目・繍港

 46.目..美とレて本試慶一議会捉つき場扇築含反管熱をな
.九

 46一日照合.丸及ちと弘丸無線検査終了

(鮒)'



 〔製造都便り一'〕一.・1
 8月名4,27、.48目.魚肉ソーセージ製造理堀指導;
 阿久根市の夏エ場が;これを。事業化することになり;部貫・
 大挙Lて指導を腹す。

 これで本県一の新界も芽蔚・えてく・るだろう。

 8則.ク白上野製・薬苓K.多碓貫粂訪一
 フラスキンとソルビンサンをだしている.上野製薬KKでは、

 一†回煉製品の緒綿(アシ岬す蘂割)を創製し㌣これ
 は主成分がリンサンソーダで専ら・我々・の試験を期待される

 ものである』

 8月28、・29目一新庁舎に引越

 本館の新築が斯くしゆん工したので。夫もたてもたまらず、

 引越となった。

 9月6圓.矛十号台風来襲・
 工事中一の、製造工場め基鱒が自茶苦茶にやられた◎しゆん工

 の楽しみが叉のびてしまった。

 ヲ昼8㍗43目一風南丸で移識水産試験揚
 一本毎からの試みである移動水産試験揚の行事は丁寝台風置一

 後で、ヤ・ろいろ気をも■ました6
 かねて我々春やって菜た仕事牟叢緊延ブラスしているへ.一
 否かを如実に織りひたすら漁民の一1心塗心とすることが出来

た6

 (養殖部メ子〕
 9月二2J畠層妻←=二i欠婁奉ま繁員。奉安入札

 9月9～40報!3臼・湾内溝澤観測産卵調査

 ?.月59～届。日.黒蝶貝手入れと産卵調査

 (初〕



9月7目

8目

98

 グ2'日

 ノ名目

20目

 1調奪和誌'〕二一.。一;
 ノ0号台野後.片蝕けδ義響被畜=なレ。.
 移動水試(照南丸随用)'に都痘外ノ籍謬掬d。出発。

 生撮養魚場手事健つ.き中村漁協長来場打合せ。
 矛二次氷質汚濁予備調査蘭始。

 永。質汚濁予備調査、サyブ〃分析着手合
 .潜水による小型軍置詞蕾及び講習指導。

分.場貝'記

 8月・11日

 /.身～45目

45目

 タク目

 4・9目

 24～271ヨ

召6'日.

嘉8目

 、・一層・o.日

 茅場ぷ日

 9目・

 ・ノ4目

 2～8日

 かつ嘉節3番カビ付・(月間)

 かもめ丸上・架一'

 ÷マベ成熟度調査(かなり成熱発達す)

 水車職薬夏季講座(一吉仁屋島綾苧.“8日まで).
 台風7号通過す。

 8次サンゴ漁業I試験

 マヘ実験開始

 かつ歯節目乾甲カ首払、箱鼠歩留48:召%一

 .シテッ掘り一(李場審糟用盤9目か一ら3諾鈍むろ
外田;網仕立指導
 グ0号台風通過、かつお鰯巡目加工指導終了

 かつお節巡回権導反告、無談会(於舛揚)
大蔵省調査団乗場

 加度鱗璽予算帥の㍗は事」.干苧、
 幸専一補木島・支庁へ出撃

⑬'9).



 4糺日第毘塁溝着一…

ノ6s'

 反曹事衰のうち主なものは
 (!)視聴覚#こよる説明が効果・的であるから簡単な漁具

 増殖効果の写實撃をもろて行くことq出来ればスラ省

 ㌧映写機によ、つて説明でき.るように整備すること。
 (ユ)開会は年後として中食による中断菅防ぐ。

 (ユ)対象地域ぽ予僑調査をして飴き・、鋤暴酌な話題を・

 ・豊富干輔しておくぺ'・'∴.
 (仏.)毎.箪8場頃に行うこととし予算績鷺を・し・て蹄く七

 と。・.

 (丘)生、きてい去漁村の葵韓にふれるζとが、本場の寧I

 命を伸ばして行/た帥犬去となるので成町!多数グ
 く榛に・するO.

 等々.まじめな反省討議がなされて大い肥参考となつ・
 た。1.

(調査部)

 「下…山一一日一1
 阿。久糠帝黒之浜漁協橿溝深窓穣の海人箪肥関'する矧I

 要望は≡近目中に親地調査の上概圓磐敷i、ます二

(養殖部) i=

悠0)一



 質,・.一.欄.

 (樋)'.。'I・1μ野夢.箏

 1え)定置綱の垣・縄は蘂散敏肌た揚含と・芦くる趨破革・
 索薩った'鵠含拡ど.ちらがよいでしようか。

 盲,2)クレモナ網、鴛砿整いのセ之午璽1くする為幕葉:縄染壷しては

 軸イ町でしょうか。・

 副.レいせえびの増殖を綱し㍗・るのです一・㌔㈹方法を

 続坤秤鮒鮒雛の鵯の麟員に.鮒富甲の雛一'.
 与えも孝幸.利用するというズ木氏・あ親1ζ大鏡或ですので

 蒲坤各漁船馳開催千これる㍗要誰致し㍗・
(客)

 z壇喝の働・きは、、魚郵の適一路・嘗庶断し・て、これに出会っ

 た魚灘坤に転ぜしめないで屯身綱ま下誘導すること・.で
 す。一従って漁獲を大き'くするには{・
 ④魚灘が縄国,奇撒け狂いこと。.11

 一.、軍繍苧鰭紅1熱馳鱗曽駆ける岩礁雫が.㍗'一ζ..
 芒・o

 ⑬屠雫1とあ徳窪・苧灘舳の角掌最適雛して魚群.が.
 類縄から'離れること乾抄くする。簿=頃網の襲立て二紀ば

 をの漁場滋醇π)工夫がいりますが。蟹間一の要旨から間

 屑をゆζ較・つて・.・剛小章な冒舎紅すると剛冨舎は大

 きくと尋.、魚群が認め馴バ弦魚材料衛髄.馴.ジ(魚簿恐怖

 太鶴乍1剤贈して通過不鋸の壁面であるよ.う・ζ榊きせ
 る・の、輔港があ.;1まず。
 雛で循睦師或い嫡躍的理鐘か州の原題にまる
 '襲鯛随需1ト般酌で亨づ1、熾覇鶏聞の短いこと杓必要
 な坤愛鋳!範し得る鯛などの・意で襲駅は逮けられ

(組4).



 か弱良があ一ります。1∵三∵・.'
 由悶斗ぐ砧縄の琴紬呼れると与れ伽合を
 や・峠/去ると嚇明一な染出僚とこす等の方法で
 短所を補い、一或は藁娃を長・誉坐～5尺位健切ったもの.
 を垣網あ各向こ結び付ける箏の方桂が考えられま寸。
 以下参考まで紅・垣網に当った魚が綱.目を・ぬ一けるか、ぬ
 .け一ないぶJ垣痛と当った魚群が何処までそれに沿うて進

 むか一町いて潜水蝉し年記録を列挙しますと、

 ̀イ)アジ・サバ・ボラ・シマダイな.ど㍗㍗要求め
 セ、自申肥網目曹通過する。.

 ・(叫壷敏幸1追やれた・・イワッφ灘と・そ机・を追・う一点灘倣、
 垣欄の存在を無視し・て行動・する。

 (二社群舶遼窪せ垣砕1当った場鈍運動を停止して
 もペモの先頭一の一部は惰性で縄目を抜ける今ヒの時
 群は↓時混乱に陥るが間もなく落・付いて残りの灘も.
 急速一峰で縞目竜神て先駆合体する①一・

 1'1→垣網妊普一って鐸に」そ紅・沿フて進・む魚群は、観察
 金回.義の用刈・%にすぎな一がつ.た1

 伝)垣網φ当った魚群は陸の方一もも沖の方えも1向い、そ
 の行噂には沖と陸との区別。がな:いように思えた。

 c、〕壇一纏征弩って後睦に向ったイワツの群で垣綴に一沿.う

 千列昨1し.て舵灘蝸たことはなか一った・がい
 グロゼは蹄と陸との闇を撤回柱穣するのが融'られた。

 (1)垣鰯→沿うて進む魚騨は平憶雛1筆うゆうと伽で1
 いる脅触太群で帆例えば・.焔に跳ぱねばゆ
 。・りくり1泳いでレ;るイフ.シの・大群が網た出会ラξ驚1い
 て急印画下薮濁の・昨沈べ藻鮒所でますまナ・
 濃畔な亭・それか一ら・垣鰯た一沿うて進争始めるが・犬
 低は仰～一抽離引.くIξ垣鯛から離れてしまう・1

一

(4.2)

ら



 ユ合成せんい漁網・に重争壷舛ける雛触に;丁〃叶プ
 (ヵツテ染では効果は悪1ジー砕呼れていますが・これ
 は糸のせんい・とせんいの一跨聞尽コー牢ク■響秘染料を浸透
 させ里み洲けるも牟ですから、裏・付る瑳含或る限度妙
 帥浸透・し菱ぜ机準って再度染鮒一る場紅最初染綱し.
 た蒔充分に浸透していれば只表厨に被膜くを偉一る'だけ'で1藪∴

 みをますことにはな=りませ.ん。.一いっ.れにしても一或る.・定量艮.

 度以上に重くなりませんか亭再染する一事がかな一らずしも。重
 くなると砿かぎりません。・.

 3イセエビの増殖について

 イセエビは暖流区域の沿岸の・翻・流の漉遭めよい4～5争

 の海底に棲息し、特午海藻の繁茂して、・る碁碑を好李、.昼
 間は常に群棲.し紋なると.番から出七活鮒運動をして払
 暁に.なると再び穴の中へ八る.〔.習性3がある。・幼隼の簡・は
 水中に浮勝す.る有磯物の腐敗し・た清垢叉は一・各種の微生物を∴

 捕食するらしいが成琴する紅従い軟体類(介類、イ.ヵ類)

 甲穀類(カニ、エビ類).雛郷とを・(摘食〕す。る・坤
 の胃の中を調べた報昔年よる止“ヵ・苗の捧片が最も多・くJ

 次にウ呼外琴又パ窪二寿小欄外遼射るの'繍め牟と・
 ある・一二
 1〔産卵期〕一脈ダ月.丘旬紀始まり、9局下旬一にI至る間で、醸

 覇はz反の爾'月セあるμ化1したイセ'生ビ臓鮒・率・変態.
 して漸く成体となるものセあ・る。

 〔養殖法]つについては、,蝿註のとこ二ろ筍ノ、工繰醐'して増や

 す方準は究め宇れないのてぺ種工ど(小エピ)曹.r放流」
 ずるか。.r投石」.叉は「築磯」延よつ・てイセユピにその隠

 才し場を与えると共犯イ千二ピの銅1弟辞と.な1る竃庁構聯蜜繁殖1せ・・

 しめる方触と脅べきで挑パこ机蛸せて.漁鼻紙、時
 .期制雫・.及び雫絋域の舶(鎮撫・職護定)鰍練不
 可釈である。泰県でも水産動,植鈎取瀦粥員13簿よってイセェ

(岬



 ビの磁鯛.を㌻月^ぶら・・局。千タコ室,でと㌧体長制
 摂ギ㌣チ灯のも呼採'箱してはならない午銚め・
 飯窟は;ケ醐・の懲役叉は鵬醐一9翻叙鯛科
 料叉は傍ミトすると定めてあるが、漁葉者隼碑鷹しにいない.
 のふ苗萄・・て:・ながら.採繍しているgか、禁漁甥にしかも

 簑練竺;二1∴㍗㍗ぐるの㍗
 一〔放流〕(投石〕〔築磯〕・次ど.の鰯によ.つて1折鯛殖
 を図っても育種織眼が漁裳者によつ手守ら峠いようでは

 切岬魚種芦限の効果は永ご?肥一親帯し得ら札牟いたろ㌔
 〔築養〕イセエビの棲息隼適している拾寧め一鉦を区切り
 しかも≒激」～1。他の天然餐幹を.で去るだけ繰詩するように
 青るとア年位、蓄養するこ・吉'ができ'るq.

 '短呼す.予簿廠は甲鮒デ1もよいr一
 〔増殖例］ー一・
 和歌山東紅Iおける増姦例・

 同賊寧'嫡∵大正ケ母
 方ポイ・幸鵬の細.・∵

 口南網漁船のI持縄数制限(各艦㍑飼以下'となす。I

 但㌧ず初段6把、4秒ゼン8簿班剛'
 二漁幸1鞭紅(山一帥・冒硬り舳楊げジ
 ・一道事審郵三輪緒海牢より曳職一工どη電4・・o
 匁一(ξ亨単尾)壷敬一篇

 二結果∴、、

 激ル・年紬畳一した大亜・如夏戦岩礁・宇・各牝はイ
 ㌣ピ・が・充鰍ている看棲と.なり・I“月・れ帥畔
 .ぶ・りヤ入網する㌧と〆・漢で・1・身1減1ダ。.o一匁の・廠鯖蝸
 一そめ後にあっても引続一いて藷漁であった。/o易から翌

 帥帥1触幻1迄帥'雛繍∠争〃賛㍑一g・鮒
 達してい・る。、

 (調萱部。偉業郡担当)
 ・・ll.・一一(縦)



 1◎"うしお"芦"号に達し㌔昔ならば,さしづめ徴
 1兵検査の年令・即舳も大つ舳戸'人前の'
 1大人と・・じて待遇を与えられたもの淳つたが。一・'・

 1・編集部の撮映技術がまづいのかそもそも卸本体の宰、
 形が十人並でないのか一向に見合写婁らτ、いのが鉛1

 1来ないやは残念。...、;
 i◎気も心も晴れやかに新館に引越しをすま垂たとたん
 1川芦章風の舳で折からの鰍きプ.用津1
,11

 iき出した絵九大の浸λを受けたのが新館拝受離希〆'
 1号。ト駅のれ舳の木丸太でも,こ舳もの。、
コ1
 1◎漁村の機弱講習に便乗した、移動本試の.こ、ろみは■

 靖富に投1二で繕最良好。碍菜この種の偉事の発展が1
 漁枇有益との護信がつかめたのは犬虫1なブラス。1
 一段の工洲1え伸行事の一一峰1してl1
 1しい。1

・!

 l◎水産課丘村係長から寄せられた〃漁協に1対する雑戯グ1

 えく'り得て余さず。覇筋を乞うタ;

(繍集部)


